
 
 

 

 

 

 

 

☆チューター制度について☆ 

１． チューター制度の目的 

   入学した外国人留学生が日本での学生生活に早くとけこみ、学習と研究の効果を向上さ

せることを目的としています。 

２． チューターの仕事 

  渡日直後の空港への出迎えや外国人登録の手続き等への同行（簡単な通訳含む）、およ

び授業や生活についての個別の相談相手として、チューターは留学生にとって非常に大

きな存在です。そのぶん大きなやりがいも感じられます。 

３.  申し込み方法 

登録制です。あらかじめご登録いただいた方の中から実際にお願いする方を任命いたし

ます。（※チューターさんと留学生とのマッチングは通常８月初めから行うため、なるべく早めのご登録をお待ちしています。） 

 

４．  期間  

  2012 年１０月（または９月）～ 2013 年３月まで、60 時間（月平均 10 時間くらい） 

   （ご都合がつけば、その後も卒業まで引き続きお願いしています。) 

５．謝金 

  ７９２円（時給） × ６０時間 ＝ ４７，５２０円       

 

                                                                                                                                 

公共政策学教育部に所属する外国人留学生の生活サポーター（チューター）を 

大募集しています！！ 

 

この秋（８月末～９月末に渡日）５０名近くの外国人留学生がGraSPPに入学して

きますが、チューターさんの数が圧倒的に不足している状況です。 

GraSPPそして東大の国際化のために、ぜひ積極的なサポートをお待ちしています。 

（日本語の話せる留学生の方も、チューターになることができます。） 

少しでもご興味のある方は、留学生担当 魚住（629号室）まで是非 

お声掛けください。お待ちしています！！   

   

 

 

 

 

 

 

 

公共政策学教育部 国際企画チーム 留学生担当 魚住  

第二本部棟 ６階 629 号室（国際交流支援室） 

pryugaku@pp.u-tokyo.ac.jp   03-5841-0860 

 

 

mailto:pryugaku@pp.u-tokyo.ac.jp

